
２・３「機械工学振興事業資金」助成事業
２．３．１「メカライフの世界」展（2021年度「機械工学振興事業資金」助成行事）     

申請組織 報告書No. 開催日 行事名 会場 参加人数

東北支部 -
2021.8（中止）
2021.10（中止）

さわって動かす機械とロボット オンライン開催 中止

- 2021.7.17（中止） オンラインラボツアー オンライン開催 中止

-
2021.8.6，8.7（中止）
2021.11.6，11.7（中
止）

「メカライフの世界展」モノづくり教室（オンライン） オンライン開催 中止

1 2021.10.9 3Dプリンタによるロボット製作と実演 オンライン開催 31名

2 2021.11.6 オンラインキャンパスツアー2021 オンライン開催 572名

3 2021.12.25 マイクロマウスを作ってみよう！ オンライン開催 23名

関東支部 - 2021.10（中止） 「メカライフの世界」展  わくわくどきどき，メカニカル！ 2021 オンライン開催 中止

東海支部 4
2021.8.7，8.8
2021.10.30～11.30
2021.12.15

メカライフの世界展 オンライン開催 1,192名

関西支部 5 2021.11.19～12.19 関西学生会による「メカライフの世界」展の開催 オンライン開催 797名

中国四国支部 - 2021.11.9 作りながら学ぶメカライフの素（※報告書なし） オンライン開催 8名

6 2021.11.6，11.7 サイエンスワールド2021 オンライン開催 798名

7 2021.12.24 【大分高専】デジタルオープンキャンパス（動画公開） オンライン開催 -

8 2022.2.20 KOSEN工作教室 ～役に立つサビ～ オンライン開催 20名

9 2022.2.21～2.28 炭素鋼の強さや伸びに及ぼす熱処理の影響 オンライン開催 200名

合計 10件 3,641名

北陸信越支部

九州支部



２．３．２　その他（2021年度「機械工学振興事業資金」助成行事）     

申請組織 報告書No. 開催日 行事名 会場 参加人数

10 2021.7.25
第10回一日体験理工学教室 機械の学校オンライン「電子・機械・材料・知能
制御編」

オンライン開催 109名

11 2021.7.28～8.25 第7回 機械の学校 in 高専【オンライン】 オンライン開催 26名

12 2021.7.30, 8.5 第18回及び第19回学生のためのなるほど技術者講演会 オンライン開催 204名

- 2021.7～2021.10（中止）2021年度　第27回小中高生向けイベント　メカメカフェア2021 オンライン開催 中止

13 2021.8.10
小中学生のための夏休みメカ教室　「ロボットを作って動く仕組みを考えよ
う！」

オンライン開催 23名

東海支部 14 2021.8.5 小・中学生のためのものづくり体験教室 オンライン開催 18名

九州支部 15 2021.11.3～2022.2.11 おもしろメカニカルワールド オンライン開催 403名

動力エネルギーシ
ステム部門

16 2021.8.12
ジュニア会友向け　機械の日企画　オンライン親子イベント～身近な発電の科
学技術を学び、将来を考えよう～

オンライン開催 59名

環境工学部門 17 2021.8.18 手作りで音を楽しもう－環境にやさしい夏休み親子向けイベント オンライン開催 20名

生産加工・工作機
械部門

18 2021.9.30, 12.17
理工系大学生・大学院生・高専生を対象としたセミナー『 ものづくり最前線
』

オンライン開催 91名

宇宙工学部門 - １回/年（中止) 実践セミナー オンライン開催 中止

一般 19 2021.9.5 夏休みキッズ科学技術セミナー オンライン開催 10名

合計 10件 963名

関東支部



2021 年度「メカライフの世界」展 報告書 

 

1. テーマ名：3D プリンタによるロボット製作と実演 

 

2. 開催年月日：令和 3年 10 月 9 日（土） 

 

3. 企画者：(1) 大学・高専名：福井工業大学 工学部 機械工学科 

    (2) 実施責任者名：西山直杜 

 

4. 会場：ZOOM によるオンライン開催 

 

5. 参加者：31 名 

 

6. 企画者からひと言 

例年、福井工業大学の大学祭で開催しておりましたが、今回はコロナの影響を考慮し、ZOOM を用いたオ

ンラインでの開催となりました。本行事は、小学生から高校生までを対象にものづくりを通して機械工学

の役割を体験的に理解してもらい、機械工学に対する興味を喚起することを目的としています。企画当

初、対象を高校生までとしておりましたが、幅広い世代に機械工学に対する興味を持ってもらう、また、

次世代を担う機械技術者を目指してほしいという思いから、大学生までを対象としました。企画内容は、

ロボットアームの一部のパーツを 3D プリンタで作成し、作成したパーツを用いて実際に物を運ぶなどの動

作をさせるというものでした。3D プリンタによる作成の過程および実際に物を運ぶなどの動作を動画で撮

影し、参加者に視聴して頂きました。参加者の中には 3D プリンタを初めて見たという方もおり、実際に作

成しているところを見ることができていい経験になったと思います。 

オンラインでの開催で伝わりづらい部分もあったかと思いますが、今回の内容を通して機械工学および

ものづくりに触れることができ、少しでも興味を持つきかっけになったのではないかと感じております。 

 

7. 会場の風景 
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R3 機械工学振興事業（メカライフの世界展）報告書 
 

１．テーマ名：オンラインキャンパスツアー2021 
２．実施年月日： 2021 年 11 月 6 日（土） 
３．団体名，企画者など： 
（１）大学・高専名 

長岡工業高等専門学校，長岡高専後援会，長岡高専同窓会 
（２）研究室名 
  制御工学研究室，ロボティクス部 
（３）企画実施に参加した学生名 

小熊一矢（専攻科 2 年），古川悠斗（専攻科 2 年），越塚リョウ（本科 5 年），徳江亘樹（本科

5 年）渡邊麟（本科 5 年） 
４．来場者数総数： 

 ライブ視聴 85 名，録画 487 名 計 572 名（延べ人数） 
５．企画者から一言： 

長岡工業高等専門学校の学園祭イベントとして実施したオンラインキャンパスツアー

「Parents’ & Homecoming Day in Nagaoka Kosen 2021」内で，機械工学に関する研究とロ

ボティクス部（高専ロボコン）の紹介を行いました。オンライン来場者に対して，研究内容や

実際の研究に使っている装置について説明・実演しました。ロボティクス部の活動についても

ロボットの製作過程とともに紹介しました。また，当日視聴できなかった方のためにオンデマ

ンド配信も行い，延べ 572 名の方にご視聴いただきました。 
６．写真 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７．収支決算報告： 別紙参照 
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令和 3 年度 「メカライフの世界展」報告書 

 

1．企画担当：国際高等専門学校 機械工学科 

実施責任者：機械工学科 金井 亮 

2．企画名：マイクロマウスを作ってみよう！ 

3．開催日：2021 年 12 月 25 日(土) 10:00～12:00 

4．Zoom ミーティングによる開催 

5．参加人数：学生 18 名，一般 5 名，計 23 名 

6．実施概要： 

 国際高等専門学校における「メカライフの世界展」は初のオンラインであるマイクロマウ

スの製作講座として実施された．当初事前申請制にして基盤配布等も検討していたが，昨年

度からのコロナ禍の影響もあり，半導体不足の影響を受けて一部内容を修正した． 

 実施内容としては Arduino を利用した初心者向けのユニット単位の製作講座とした．初

心者では何から製作したらよいか見当がつかない状況を，昨今では簡単な作成例を含めた

Arduino の教材や書籍もあるので，それを利用しながらの製作講座を行った． 

 最初に必要最低限のハードウェアの要素を説明し，それらをどのようにまとめるか等の

説明がされた．要素要素は難しく感じるが，作成サンプルを確認しながらの説明もあり，初

心者の最初の一歩としてはとっつきやすい内容になったのではないかと考えられる． 

 実際に参加した学生も後日改めて書籍を参考にしながら挑戦したいとのコメントもあり，

目的の 1 つである実際に行動に移しやすい環境作りの一助にはなったのではないかと考え

られる．講座自体は最後に，実際に競技へ参加する壁として，コースを走ることのできるサ

イズへの小型化，そして迷路の探索アルゴリズムの検討と，ある意味ではマイクロマウスの

面白さを説明した後，実際にコースを走る姿を紹介した． 

 今回，予定していた日程と合わせることができず，当初計画していた人数よりも大幅に参

加者が少なくなってしまった．しかしながらこの企画を通してマイクロマウスに，機械工学

に興味を持つことに期待したい． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 当日の Zoom キャプチャ 
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2021 年度「メカライフの世界」展 開催報告 

 

日本機械学会関西支部 
学生会幹事長 西田 耕介（京都工芸繊維大学） 

 
１．行事名 関西学生会による「メカライフの世界」展の開催 

２．主催団体 一般社団法人日本機械学会 関西学生会 

３．共催 バンドー神戸青少年科学館 

４．後援 神戸市教育委員会 

５．開催日 2021 年 11 月 19 日（金）～12 月 19 日（日） 
６．会場 オンライン開催（オンデマンド動画配信形式） 
  https://jsmekansai.org/mechalife/mechalife2021/main/Top.html 
７．実施責任者 西田 耕介（京都工芸繊維大学・准教授） 

８．企画担当者 関西学生会運営委員 外山幸二郎（京都大学），井上太智，高橋秀文，他 54 名 
９．参加者数 797 名（動画視聴数） 
 
10．実施内容 
新型コロナウイルス感染拡大の影響により，オンデマンド動画配信形式で 16 種類の展示，実験，工作

動画を配信した． 
 
展示：エコランプロジェクト（明石高専），パイプオルガンを作ってみよう（関西大），遠隔操作ロボッ

ト（神戸高専） 
実験：手作りスターリングエンジン（大阪市立大），押すだけ火おこし（大阪府立大），浮沈子のふしぎ！

（神戸大），缶転がし（摂南大），はさみの仕組みを学ぼう！（同志社大），マスク効果を見てみよ

う！（兵庫県立大），ロボットを動かしてみよう！（龍谷大），リンク機構ってなに？（和歌山大） 
工作：風船ホバークラフトを作ろう！（大阪大(工)），紙で球を包んでみよう!!（大阪大(基礎工)），輪ゴ

ムスーパーカー（大阪電通大），ゴムの力で動く牛乳パックボート（近畿大），LaQ を用いた T-6
テキサンの製作（奈良高専） 

 
11．報告 
小中学生を対象に，様々な物理現象やその原理を応用した機械の実演など，機械を用いた遊びを体験

してもらう「メカライフの世界」展を，昨年度に引き続きオンラインで開催した．従前のような対面開

催は叶わなかったが，「自宅で子供たちに機械工学の面白さを感じていただけるような動画を配信する」

というコンセプトのもと，運営委員の学生が工夫を凝らして作成した 16 種類の動画をオンデマンド形

式で配信した．エコラン，パイプオルガン，遠隔操作ロボットの展示動画では，製作・実験・デモの様

子を動画に編集し，子供たちが科学技術や機械工学に触れる機会を提供した．スターリングエンジン，

浮沈子，はさみの仕組みなどの実験動画は，エンジンの動作原理，アルキメデスの原理，てこの原理な

ど様々な物理現象を楽しく学習できる内容であった．また，風船ホバークラフト，編み紙，輪ゴムスー

パーカーなどの工作動画は，身の回りのモノを使って自宅で親子で楽しく工作できる内容となっており，

子供たちにものづくりを体験する機会を提供した．各動画には，学生委員の丁寧な説明に加えて BGM
を付けたり，字幕を増やしてふりがなを振ったりするなど，子供たちでも親しめるよう様々な工夫も見

られた．動画の視聴回数は，延べ 797 回と盛況で，ご参加いただいた皆様には大いに楽しんでいただけ

たものと自負している． 
 学生が貴重な経験をさせていただく機会となり，企画運営へのご指導，ご協力いただいたバンドー神

戸青少年科学館の皆様，様々な支援をいただいた関係各位に，この場を借りて深く感謝申し上げます． 
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関西学生会による「メカライフの世界」展（2021年度）のホームページ 
 
 



「メカライフの世界」展 開催報告 

作成：関西学生会 会計担当 大阪産業大学 小野裕平 

 
2021 年 11 月 19 日（金）より，「メカ

ライフの世界展 2021」が開催されました． 
本年度は関⻄学⽣会副委員⻑校 京都

大学がイベントの取りまとめを行いまし
た． 

開催形式は昨年度と同様，展示工作校
による子供向けの工学紹介動画が作成さ
れ，YouTube チャンネルで動画公開が行
われています． 

本イベントの開催に伴い，宣伝用のポ
スター作成は立命館大学が担当し（図 1），
イベント専用ホームページの作成を滋賀
県立大学が行いました． 
（ https://jsmekansai.org/mechalife/mec
halife2021/main/Top.html） 
また，今年度は神⼾新聞社様の電⼦新

聞サービス「神⼾新聞NEXT」にて，2021
年 11 月 19 ⽇〜2021 年 12 月 19 日の 1
か月間，WEB 広告の掲載が行われました
（図２）． 

今年度，動画作成を行った学校を次に
示します（五十音順）． 

明石工業高等専門学校 
大阪市立大学 
大阪大学 
大阪大学基礎工学部 
大阪電気通信大学 
大阪府立大学 
関⻄⼤学 
近畿大学 
神⼾市⽴⼯業⾼等専⾨学校 
神⼾⼤学 

摂南大学 
同志社大学 
奈良工業高等専門学校 
兵庫県立大学 
龍谷大学 
和歌山大学    計 16 校 
動画には，工学の基礎を学ぶだけでな

く，コロナ禍を意識した作品，学校の特色
を生かした作品，地元の工業製品で展示
を作成する等，各校のコンセプトが表れ
た動画となりました． 

 
図 1 2021 年宣伝ポスター 

 
図 2 WEB 広告 



メカライフの世界展 報告書 サイエンスワールド 2021 実行委員長 本司 澄空 

１．行事内容 

 行事名：サイエンスワールド 2021 

 開催日：2021 年 11 月 6 日(土) ～ 11 月 7 日(日) 

 開催会場：九州大学伊都キャンパス ウエストゾーン (オンライン) 

 動画総再生数：798 回 (2021 年 11 月 11 日(木)時点) 

 実行委員： 

  ・本司 澄空 (実行委員長) ・盧 泉至 (会計) 

  ・佐藤 巧  (企画)  ・肖 博元 (広報) 

 参加団体： 

  ・設計工学研究室  ・制御工学研究室 

  ・精密加工学研究室  ・システム工学研究室 

  ・トライボロジー研究室  ・HCR 研究室 

  ・水素適合材料・破壊学研究室 ・九州大学ロボコンチーム KURT 

  ・PLANET-Q   ・九州大学鳥人間チーム 

  ・九州大学ヒューマノイドプロジェクト 

 

２．行事報告 

 2021 年 11 月 6 日(土)から 7 日(日)に「サイエンスワールド 2021」を、工学部の学

生が中心となり開催いたしました。本年度は、7 つの研究室企画及び 4 つのサークル

企画を実施いたしました。本年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、

初のオンライン形態での開催となりました。参加団体からは、研究室紹介・活動内容

紹介・簡単な実験など様々な動画を作成していただき、YouTube 上にアップロードす

る形で公開いたしました。企画側としても初の

試みの中、予想以上の数の動画視聴数を得るこ

とができました。同時に、オンライン開催なら

ではの課題点も多く発見することができ、来年

度以降の開催に向けても非常に意義のあるもの

となったのではないかと考えております。私個

人としても、特に動画のような媒体で、研究活

動を多くの方に理解していただくにはどうすれ

ばよいか考える良い機会となりました。 

 

３．企画動画詳細 

下記 YouTube チャンネル URL からご確認ください。 

 https://www.youtube.com/channel/UCDNMQZBbxIzPEocNHHOTaAQ/videos  

Fig. 1 各企画動画 
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2021 年度「メカライフの世界展」補助金 行事報告 

大分工業高等専門学校 中野壽彦 

 

1. 行事名：【大分高専】デジタルオープンキャンパス（動画公開） 

2. 開催日：令和３年 12月 24 日より公開 

3. 会場：大分高専機械工学科ホームページ  https://www.oita-ct.ac.jp/w-kikai/ 

4. 実施責任者：中野壽彦（大分工業高等専門学校・准教授） 

5. 参加人数：オンライン公開（人数制限なし） 

6. 予算：20,000 円（内訳：動画作成に関わる学生謝金１名分） 

7. 報告 

【行事概要】 

 本事業は主に小・中学生を対象とし、機

械工学への興味を持ってもらうために、学

生実験の様子を動画形式でオンライン公開

するというイベントである。今年度、本校

では対面形式でのオープンキャンパスを行

ったが、感染対策のために中学３年生のみ

に限定し、時間や体験する実験を制限する

形となった。そこで、当日来場することが

できなかった小学生・中学生に向けて、オ

ープンキャンパスで実演した実験を動画で

公開することにした。オープンキャンパス

で公開した実験のうち、材料に関する実験

（引っ張り試験と熱処理）、熱流体に関す

る実験（粉体流動化、熱と圧力、サイクロ

ン）の動画を作成した。動画作成のスキル

をもつ学生に協力してもらい、実験動画の

撮影と編集を依頼した。動画は途中で説明

テロップを入れることで小中学生でも飽き

ずに見れるように工夫した。作成した動画は、「デジタルオープンキャンパス」という形

で、本校機械工学科のホームページから見れる形で公開した。デジタルオープンキャンパ

スのページでは、日本機械学会から補助をいただき制作したことを示す文を入れた。作成

した動画のうち、粉体流動化については一部修正を要する箇所があったため現時点では公

開しておらず、材料実験・熱と圧力・サイクロンの３本の動画を公開している。粉体流動

化についても準備ができ次第、公開する予定である。 

【効果】公開したばかりのため効果は不明である。今後、視聴回数などを見ながら評価を

していきたい。オンラインコンテンツによる発信は今後重要であると考えている。今回の

補助金によってコンテンツ作成ができたことは意義深いと思う。今後も継続してコンテン

ツの充実を図り、県内の小中学生を中心に機械工学の魅力を発信していきたい。 

 
動画公開ページ 

https://sway.office.com/Tqv1xuvT87aSY9kp?ref=Link 
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令和 4年 2月 21 日 

都城高専 リモート実験イベント 

「KOSEN 工作教室 ～役に立つサビ～」 

担当：（都城高専）高橋明宏先生、中島里紗先生 

【主催】都城工業高等専門学校 

【共催】一般社団法人日本機械学会九州支部「メカライフの世界展」 

 

「KOSEN 工作教室～役に立つサビ～」 

日 時：     2022 年 2 月 20 日（日） 9：30～10：30 （都城市・家庭の日）（9戸・20 名参加） 

 

上記日時にて、「KOSEN 工作教室～役に立つサビ～」（日本機械学会九州支部メカライフの世界展）をリモ

ートにて開催しました。その様子を以下に示します。子供達は小学校１～6年生まで 20 名が参加し、家族

でコイン磨きと温カイロづくり体験を行いました。その後、サビや化合物を工業的に有効利用している説明

を行い、きちんとコントロールすることで大変重要なものを多く製造していることを理解してもらいまし

た。最後にアンケート調査を行い、とてもおもしろかったが 8 割以上を占めました。 

 

 

                   

                     

 

 

 

 

 

 

（令和４年２月２０日） 

 

 

 

 

      あらかじめ参加者を募る「事前登録制」とし、コイン磨きと温カイロのキットを配付しました。Microsoft 

teams を用いたオンライン実験であり、当日は一部通信が途切れてしまいましたがリモート通信をよく利用

されている、あるいは通信が途絶えても対応に慣れている状況でした。アンケートは工作教室終了直後にウ

ェブ上で配付し、スムーズに回収できました。 

 

以上 
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令和 4年 2月 21日 

 

「メカライフの世界展」実施報告書 

 

１ テーマ名：炭素鋼の強さや伸びに及ぼす熱処理の影響 

２ 実施年月日：令和 4年 2 月 21日（月）～令和 4年 2月 29日（月） 

３ 企画者： 

（１） 宮崎大学・工学部・機械設計システム工学科 

（２） 実施責任者名： 木之下 広幸 

４ 資料公開対象者数/閲覧者総数：約 200名の学生に資料を公開/現在 20 名程度閲覧 

５ 企画者から一言： 

この企画では，中炭素鋼に熱処理を施した場合に，その硬さや強さ，及び伸びが大幅に変わる，という

ことを実験で確かめていく学習資料（音声付パワーポイント）を作成し，宮崎大学工学部機械設計システ

ム工学科の 2 年生以上の学部生及び大学院生に公開した．なお，オンラインでの開催となったこと，及び

学外への動画の公開に制限があったことから，資料の公開は学内のみ（Web-Classによる）とし，参加者の

対象も機械系の学生とした．そのため，学習内容は一般向けではなく専門色の濃い内容とした．学生には，

熱処理の理解が深まる良い機会となったと考えている． 

 

６ 体験学習の内容 
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事業報告書 

 

実行委員長 山田 功（群馬大学大学院） 

幹事 ゴンザレス ファン（群馬大学大学院） 

 

１．事業名称 第 10 回一日体験理工学教室 機械の学校オンライン「電子・機械・材料・知能制御編」 

２．主 催 一般社団法人日本機械学会関東支部（群馬ブロック） 

国立大学法人群馬大学大学院理工学府 

３．後 援 群馬県教育委員会，桐生市，群馬テレビ，エフエム群馬，桐生タイムス，エフエム太朗，

上毛新聞社，NHK 前橋放送局，群馬大学科学技術振興会 

４．協 賛       (有)共栄化学，（有)マツダ商事，（株）ラボ・システムズ，（株）コムベックス 

  金属技研(株)，(株)IHI 原動機 

５．開催場所 群馬大学理工学部桐生キャンパス（群馬県桐生市天神町 1-5-1）から全国へ配信 

６．開催日時 令和 3 年 7 月 25 日(日) 9:20~16:30 

７．参加者数 109 名（来場者：0 名、出展者等： 72 名） 

８．入場料 無料 

９．実施概要 

 

目  的 

科学離れの原因の一つに，実体験を通した学習機会が少ないことがあげられる．本企画は，コロナウイ

ルス感染拡大防止を考慮しながら，オンラインで群馬大学理工学府の研究に触れる機会を高校生に提供

し，機械工学の奥深さや面白さを感じてもらうものである．オンラインでも，現場の様子を肌で感じても

らえるよう，大学教員みずからが直接高校生に語りかけ，双方向にコミュニケーションをとりながら研

究を体験してもらう．これにより機械工学に興味を持ち，将来の技術者育成の一助になることを目的と

している．また，現役の 4 年生および大学院生にとっても実際に指導の体験ができる良い機会である． 

 

内  容 

6 時間の一日コース，各 3 時間の半日コース（午前・午後）を設定し，高校生が選んだ希望テーマにつ

いて研究を実体験を行った．高校生は自宅や高校から参加するため，オンラインで可能なインタラクテ

ィブな体験を出展者の先生方に用意していただいた．今回のテーマは大きく 3 種類に分類できる．１）

実験風景をカメラで撮影し自宅の高校生に視聴していただく【中継型テーマ】，２）あらかじめ高校生宅

にお送りした実験材料もしくはご自宅にある日用品を利用してオンラインで対話しながら自宅で一緒に

実験してもらう【自宅実験型テーマ】，３）高校生の自宅の PC を用いてプログラミングやデータ処理を

行う【自宅 PC 型テーマ】である． 

今回のテーマは以下の通りであった．（1）AR（拡張現実）アプリで変形を測ってみよう！，（2）デー

タはどこまで圧縮できるか？，（3）アルミとめっきを学ぼう！，（4）コンピューター解体新書，（5）画像

処理による人の動きの検出，（6）デジタル時計の回路を作ろう！，（7）見えない流れを光で見よう！，

（8）AI はいかに物を見分けるか？，（9）金属の熱伝導を計測する，（10）自宅の PC でシミュレーショ
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ン，（11）チョコで学ぶテンパリング，（12）機械の振動（ゆれ）をてなづけよう！，（13）金属材料の強

度コントロール，（14）超高速！！燃料噴霧を先端技術でみてみよう！，（15）ロボット工房！． 

 

実  績 

令和 3 年 7 月 25 日(日)9:20~16:30，群馬大学理工学部桐生キャンパスから，第 10 回一日体験理工学

教室 機械の学校オンラインを配信した．本年度の参加者数は 109 名（午前・午後に別テーマを受講し

た参加者をのべで集計すると 138 名）であり，今年度は出展者及びテーマ数が昨年度よりも増加し（昨

年度：参加者数 75 名，のべ 94 名）比較的大規模な開催となった． 

参加高校の内訳は群馬県（38 名），栃木県（18 名），埼玉県（15 名），静岡県（8 名），東京都(8 名)，

長野県（3 名），茨城県（5 名），千葉県（3 名）であり，例年見られない大阪府（1 名），奈良県（1 名），

愛知県（4 名），岡山県（4 名），青森県（1 名）からの参加もあり，オンライン開催がイベントの裾野を

全国へと広げている実態も垣間見えた．参加者に対するアンケートの結果，92%以上の参加者が「非常に

満足している」あるいは「やや満足」と解答し、97％以上の参加者が次回もまた「ぜひ参加したい」ある

いは「どちらかというと参加したい」と解答した．また自由回答欄には，とても楽しかった，大学教員へ

親近感が沸いた，理工学の理解を深める良い機会となったなど事業目的が十分に達成されたものと考え

られる． 

 

  

  

高校生並びに出展スタッフ全員が参加した入学式の様子（左上）と，画面を共有し互いに意思確認しながら進む個別の研

究体験の様子（右上・左下・右下） 

 

以上 



事業報告書 

 

                 実行委員長  

矢口 久雄（群馬工業高等専門学校 機械工学科） 

 

１．事業名称 第 7 回 機械の学校 in 高専【オンライン】 

２．開催場所 群馬工業高等専門学校（群馬県前橋市鳥羽町 580 番地）から配信 

３．開催日時 令和 3 年 7 月 28 日(水) ~8 月 25 日(水) 

４．参加者数 26 名 

 

趣  旨 

体験実習を通じて機械の面白さを知ってもらう企画として好評をいただいている「機械の学校 in 高

専」を今年度も実施いたします．科学離れの原因の一つに，実体験を通じた学習機会が少なくなったこと

があげられています．「機械の学校 in 高専」では小・中学生に，高専のロボットや加工機械を使った体

験実習を通じて，ものづくりや科学技術への関心を深めてもらうことを目的としています．本企画が将

来を担う技術者を育成する一助となれば幸いです．なお，昨年度に続いて，今年度も新型コロナウイルス

の感染拡大にともなう対応としてオンライン開催（オンデマンド方式）となり、ご自宅等から手軽に受講

いただくことができます． 

 

内  容 

皆さんは「魔鏡」というものをご存知でしょうか？ 見た目は普通の鏡ですが，光を当てて黒い紙など

に投影すると，鏡の背面に刻まれた文様が浮かび上がるというものです．古くから鏡は祭祀（さいし）に

用いられたと考えられており，このような不思議な「魔鏡現象」も人々の信仰心を集めることに役立って

いたのかもしれません．古代の方法で魔鏡を製作するのには大変長い時間がかかるそうですが，本テー

マではレーザ加工機を使って魔鏡の再現に挑戦します．今回はオンライン開催ということで約３０分の

解説動画（１００ＭＢ程度）を視聴していただき，魔鏡とレーザ加工について学んでいただきます．受講

いただいた方には，後日，好きな文字を１文字選んでもらい，それをレーザ加工したオリジナル魔鏡をプ

レゼントします． 

 

       

        図１ 普通の鏡     図 2 光を鏡に当てて黒い紙などに投影すると絵や文字が 

浮かび上がります 
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第 18回なるほど技術者講演会実施報告 

茨城大学工学部機械システム工学科 

城間 直司 

1. 行事名 第 18回なるほど技術者講演会 

2. 開催日 令和 3年 7月 30日（金）14:20~17:15 

3. 会場 Web開催 

4. 参加者 機械システム工学科昼間コース学生 1年生 131名 

5. 講演件数 3件 

 
 

6. 実施報告 

 第 18回なるほど技術者講演会は COVID-19の影響により Teamsを用いたWeb講演会とした．聴講生
は茨城大学工学部機械システム工学科昼間コース 1年生である．  

 Web 開催に関して、聴講者はオンライン授業を実施しているためか Web に対する抵抗は少ないと思わ
れ，聴講に関しては特に問題はなかった． 
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第 19回なるほど技術者講演会実施報告 

茨城大学工学部機械システム工学科 

森 孝太郎 

1. 行事名 第 19回なるほど技術者講演会 

2. 開催日 令和 3年 8月 5日（木）17:35~19:05 

3. 会場 Web開催（Microsoft Teams） 

4. 参加者 機械システム工学科フレックスコース・日立キャンパスの学生 73名 

5. 講演件数 2件 

 
 

6. 実施報告 

 第 19回なるほど技術者講演会は COVID-19 の影響により Microsoft Teamsを用いたWeb講演会とし
た。聴講生は茨城大学工学部機械システム工学科１年生フレックスコースの学生及び日立キャンパスにい
る 2年生から大学院までの学生で、講演に対して、興味を持って聴講していた。  

 Web 開催に関して、講師の方は事前に接続確認を行い、学生は普段の授業でも Web を使用しているた
め、特にトラブルもなく実施することができた。 



<1/4> 

日本機械学会関東支部東京ブロック 

イベント報告書 

 

東京ブロック長 川上 忠重、文責 企画幹事 関根 務 

 

東京ブロック企画として、「小中学生のための夏休みメカ教室」をオンラインにて開催（Zoom を利用）し

ましたので、ここに報告いたします。 

 

イベント名：「機械の日・機械週間」記念行事  小中学生のための夏休みメカ教室 

   「ロボットを作って動く仕組みを考えよう！」 

運営委員：川上ブロック長、関根運営委員、新妻運営委員、（50 音順） 

開催日：2021 年 8 月 10 日(火) 13:00～16:00 

開催方法：Zoom を利用したオンライン開催 

参加者： 8 月 10 日 51 名以上（小中学生 23、スタッフ 5、保護者等 23 程度） 

 

内 容： 

開会の挨拶（川上ブロック長）の後、身の回りにあるメカトロニクスを利用した自動化機器について簡

単な説明が行われた。また、今回製作するロボットキット（ヴイストン製：ビュートレーサー）の特徴（セン

サ、コンピュータ、アクチュエータ、ビジュアルプログラミング等）と改造のヒントについての概要と、その

後競技会ルールの説明が行われた。 

その後、オンライン上でロボットキットの組み立て状況を撮影して、その画像を参加者（小中学生）に

配信して、ロボットキットを製作した。次に、ビジュアルプログラミングについても画面を共有しながら説

明して、各参加者に最終コースの課題解決（コースの攻略）に取り組んでもらった。組立やビジュアルプ

ログラミングの説明は主に関根運営委員が担当し、新妻運営委員とメカ教室の運営を補助する学生 2

名は、参加者からのリクエストに応じて、Zoom のブレイクアウトルームを適宜作成し、必要な対応を講じ

るようにした。また、教室の進行管理と同時に、製作の遅れがちな参加者の補助や保護者にも対応した。 

参加者はロボットキットの製作やビジュアルプログラミングを完了した後に、動作を確認したり、用意し

たクラフト紙のボディを取り付けたり、走行テストを実施したりした。およそ全ての参加者がロボットキット

の製作とビジュアルプログラミングを完了するのに 2 時間程度を要した。その後、全ての参加者は 20～

25 分程度を掛けて最終コースの課題解決に向けて検討した。 

続いて、製作したロボットキットを用いて、競技会（約 30 分）を行った。競技は事前に配布された最終

コースを基にして実施する予定であったが、一部の参加者からセンサが反応しないという報告があった

ため、当日急遽コースを変更し、ビュートレーサー購入時に付属している上級コースを利用することにし

た。そのコースを 2 周する時間を競うタイムアタックとし、タイムの速さを競う個人戦とした。上級コースは

センサの設定をうまく調整しなければならないカーブやジグザグ路等があり、ビジュアルプログラミング

による設定を十分に検討する必要がある。チャレンジは一人 1 回とし、カメラをオンにして映像を共有し

てもらいながら、同席している保護者に走行タイムの計測をお願いした。各参加者は走行テストの時間

に上級コースに何度もチャンレジすることで、プログラミング設定やセンサの感度等を調整し、上級コー

ス攻略のための問題点、工夫すべき点を明確にしていた。また、多くの参加者が走行タイムを短縮した

り、難しいコーナの設定方法を見出すなど目標を達成していた。 
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<2/4> 

競技会後に表彰式を行い、最終結果（走行タイム）に基づいて 1～3 位の参加者に賞状と賞品を贈呈

した。最後に川上ブロック長による挨拶を行い、閉会した。 

 

感想・コメント： 

今回のロボットキットはビュートレーサーということで、プログラミングによる計測・制御を実際に経験

できる学習教材であり、プログラムしたものを実際に動くロボットで確認することにより、ロボットの製作

やプログミラングの概念だけではなく、実際の結果から自動化技術の重要点を知ることができたようで

ある。複雑なコースを攻略するためには、センサの設定等をチューニングする必要があるが、補助学生

から適宜ヒントを与えるようにしたところ、多くの参加者が試行錯誤を繰り返していた。自ら工夫する楽し

さと成功／失敗を経験することは、参加者（小中学生）にとっては機械やプログラミングなどを楽しく学ぶ

ことができる有意義なイベントであり、良い経験になったと思われる。 

 

［来年に向けた改善のための意見］ 

・告知及び参加申込状況について 

新型コロナウイルスの影響で前年度は未開催であり、手探りの状態で2021年度はオンライン開催する

ことになった。そのため、どの程度の規模の参加者までオンラインで円滑に運営していくことができるの

かがわからなかったため、当初は参加者数を15名程度に設定し、参加資格を学会員のご子息・ご息女

またはジュニア会友に限定することにした。参加にあたっては、オンライン開催で現地で直接サポートが

難しいということに配慮して、必ず保護者同伴ということをお願いした。告知は東京ブロックHPと、日本

機械学会員へのメールを利用した。約2ヶ月前に、専用のHPを開設して参加申込みを受け付けたが、告

知からまもなく、参加者数の上限に到達してしまったので、参加者数を絞るのであれば、大々的な告知

は控えた方がよいと思う。なお、実際には設定した参加者数の2倍近くの申込みがあり、当日参加でき

ない方々には、約1ヶ月前に、定員を大幅に超える申込みがあり、参加が難しい状況であることをメール

でお伝えした。 

・参加者への対応（キャンセル・連絡対応等） 

基本的に、参加者は参加申込順で決めていたが、参加者数の上限に達した後に、エンジニア塾から参

加者リストの連絡があり、リスト内に記載されている塾生の夏休みメカ教室への参加を認めてほしいと

のことであった。そのため、人数枠を急遽広げて対応した。エンジニア塾と東京ブロックが連携して進め

ているのであれば、早目に当日参加の調整をした方がよいと思う。参加申込時に登録されたメールアド

レス等で、連絡の取れない参加者はいなかった。また、参加者からは直前のキャンセル等は発生しな

かった。参加者からの問い合わせも少数で、特に問題はなかった。参加者数を少数に限定したことがよ

かったと考えられる。 

・ロボットキットや競技内容など 

当日のロボットキットの組立・プログラミングに割ける時間は2時間程度である。ロボットキット自体を比

較的簡単なものとして、出来るだけ試行錯誤の時間を増やす様にし、そのために競技内容・ルールを工

夫するとよい。なお例年、過去に参加したこともある子が参加してくれるため、過去のロボットキットにあ

まり見劣りをしない様、その分は競技内容でカバーする必要があるかもしれない。 

競技内容は、他人と戦う、競わせるものを避け、課題達成タイムを短くするなど、個人競技にする。また、
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基本的な設定でも達成できる課題内容とし、試行錯誤することで更にタイムがよくなるなどの効果が期

待できるものにすると良い。 

ビュートレーサーは保護者同伴であれば、本教室の対象年齢（小4～中3）には適当であったと考えられ

る。ロボットキットに合わせて、対象年齢は設定した方が当日の運営はし易い。特に低学年の小学生に

は付きっ切りのサポートなしでは無理だと思った方が良い。 

試行錯誤のヒントは出しすぎると、工夫の幅が広がらないので、必要最小限に控えた方が子供達の柔

軟な想像力が期待できると感じた。 

・時間配分と進行 

行事日程を半日(実質３時間)としているため、その時間内で組立・プログラミングに割ける時間は2時間

程度である。出来るだけ時間厳守の運営を心がけると良い。今年度は、試行錯誤の時間をある程度設

けて実施したので、最後のタイムアタックで、多くの参加者が好タイムを記録していた。遅れがちな参加

者には補助学生やスタッフに重点的にサポートしてもらうと良い。また、作り始めた後での参加者全員

への説明や連絡事項の伝達はかなり難しいので、子供たちの集中力の持続が心配だが、開会・メカ授

業・ルール説明は最初に全部行う必要があるため、手際よくなるべく短い時間で実施すると良い。 

・アルバイト確保・実施準備 

今年度はオンラインでの手探り状態での開催であったため、参加者数を絞り、小規模な教室での運営を

行った。そのため、補助学生も2名と少数であった。補助学生の人数はロボットキットの内容や規模に

よって増やすようにした方がよいと考えられる。事前の準備に時間を要するのでアルバイトの確保も含

め、早目に取り組みを始めることが重要である。また、担当者と密に打合せができ動いてもらえるアル

バイトが必要である。その仕事は、最初のロボットの選定の相談から始まり多岐に渡る。子供達はどう

思うだろうか？どうするだろうか？と言ったことで悩んだ時は、常に彼らに相談し、アドバイスをもらえる

ようにすると有益である。 

・オンライン開催での注意点 

参加者のサポートが常に課題である。今年度は、スタッフ1名と補助学生2名で参加者のサポートを実施

した。Zoomのブレイクアウトルームを利用して、参加者ごとに対応したが、ブレイクアウトルームでは、そ

のときの対応状況がメインルームの記録に残らないので、同じ問題で困っている参加者がいても、情報

が共有されない。この点に関しては、今後の開催時で改善していく必要があると考えられる。また、ブレ

イクアウトルームに入ってしまうと、他のブレイクアウトルームのスタッフや補助学生と連携が取りにくく

なってしまい、運営チームとして困っている参加者に対処するのが難しくなってしまった。このようなオン

ライン開催で生じる問題に関しては、事前に情報を得ておき、何らかの対策を講じて教室を運営すべき

だと思う。 

・実施会場の検討 

以下の記述は一昨年度の担当者が記したものであるが、参考のためにそのまま残しておくことにする。 

来年は、オリンピックの影響で、現在 7 月、8 月の予約ができない状態となっている。希望は提出してい

るが、どうなるかはもう少し先の回答となるとのこと。場合によっては他の会場を探さなくてはならない。

なお、今年も未来館の会場費はリピーター価格で割引となった。しかし、昨年も問題になったように、

サービスが悪くなったこと、都心に近く有名な場所ではあるが交通の便には少し難があることなどから、

ブロック委員会で他会場の検討も必要かもしれない。 
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Fig. 1 ロボットキットと最終コース 

 

 

Fig. 2 オンライン開催による競技会の様子 

 



2021年度「小・中学生のためのものづくり体験教室」実施報告書 
2021年 9月 17日 

日本機械学会東海支部第 70期 
企画担当幹事 

１．実施概要 
 

１） 日時  ︓ 8月 5日（木）13時 00分－14時 45分 
２） 方法  ︓ オンライン（zoom利用） 
３） 参加人数︓ 18名（募集時 20名、当日 2名欠席） 

【学年別参加者数】 幅広い年齢層が参加 

 

【県別参加者数】 関東地区からの参加もあり 
 
 

４） 当日進行︓ほぼ予定どおり進行 zoom接続不具合等のトラブルなし 
12:00-13:00  受付（zoom接続確認）  
13:00-13:05  開会ご挨拶 北村支部長 
13:05-13:25  講演 「電気自動車を動かす“太陽電池・モーター・蓄電池”のしくみ」 三重大学 小竹教授 
13:25-14:25  工作 「ソ―ラーカー」  指導︓シニア会 田中会長 
14:25-14:40  まとめ  三重大学 小竹教授 
14:40-14:45  閉会 

２．結果 

  １）全体︓ 危惧した通信や接続のトラブルはなく、スムーズに教室を開催できた 

  ２）講演︓ 参加者の年齢層が広いため、理解度の違いはあったが、電流/電圧を滑り台に置き換え、 
           わかりやすく説明いただいた。配布した電池やテスターの危険性についても丁寧に説明いただいた。 
           教室終了後、資料配布のリクエストがあり、興味を持って聴いていただけたことを確認できた。 

  ３）工作︓ 参加者の工作進捗を画面や声掛けで都度都度確認することで、全員が時間内で完成できた。 
           双方向にやり取りできる状況で、楽しく工作している様子が伝わってきた。 

  ４）アンケート︓参加者本人、保護者とも概ね満足いただき、次回の参加希望も多い。  

  ５）次年度への申し送り（オンライン実施の場合） 
・一人一人の映像を確認していくためには、1 クラス 20名程度が限界と思われた。 
・事前に送付キットのはんだ付けや機器動作、部品ばらつきの確認が必要。 
・工作指導の手元をしっかり映せるよう、機材準備と映り方の確認が必要。 

 
３．決算   別紙 

以上 

 

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 
3→２ 2 5→４ 2 4 1 2 1 

愛知 静岡 神奈川 埼玉 東京 
10 4 3 2→０ 1 
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【当日の様子】 

    

  



令和4年2月14日 

機械工学振興事業資金助成事業 報告書 
 

日本機械学会九州支部 

支部長 阿 辺 政 司 

 

事業名：おもしろメカニカルワールド 

 

事業内容：例年，本支部で開催している，主として中学生以下の児童・生徒とその家族を対象とした，

ものつくり体験イベントである．「ものつくり」という企画の内容から，対面で実施することへの要

望が非常に強いが，新型コロナウイルスの影響により，昨年度からオンラインでの企画にもチャレン

ジしている．オンラインでのものつくり企画の実施が２年目となる本年度は，無線環境の無い公園に

無線環境を構築したり，オンラインに加えてオンデマンドの教材を準備したり，相当の工夫を行い，

参加者の多い，大変良い企画を実施することができた．本年度は，オンラインのものつくり企画を４

カ所で開催した．残念ながら，対面で行われる予定であった１件の企画は，直前にコロナウイルスの

新規感染状況が悪化したために，取りやめとなった．各会場では，開催大学・高専所属の学会員に加

え，日本機械学会九州支部シニア会からの協力を得てそれぞれの企画を実施した．また，三菱重工業

殿からは，本事業に対する協賛金を頂戴した． 

 
実施責任者：日本機械学会九州支部 筆頭庶務幹事 久保田祐信（九州大学） 

 

 開催日時・場所・参加人数など： 

１．熊本地区 

「遠隔で楽しむロケット打上げ＋＋」 

開催日：令和３ 年１１月３日（水・祝） 

場 所：熊本大学（Web） 

参加人数：遠隔参加２８名、学生・教員スタッフ１４名 

     Zoom登録者 約１５０名 

 

 

 

２．宮崎地区 

「リモートおもしろメカニカルワールド ～ロボコン教室～」 

開催日：令和３ 年９月～１２月の土，日 

場 所：都城高専（Web） 

参加人数：遠隔参加４１名 
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３．熊本地区 

「３Ｄ－ＣＡＤでキーホルダーを作ろう！」 

開催日：令和３ 年１２月２５日（土）～令和４年１月８日（土） 

場 所：熊本高専（Web） 

参加人数：遠隔参加２０名（小学４～６年生１３名， 

中学生７名） 

 

 
４．熊本地区 

「ジャイロ効果を使った逆立ち君を作って立ててみよう！」 

開催日：令和４年２月１１日（金・祝） 

場 所：有明高専（Web） 

参加人数：遠隔参加９０名（小学生８０名，中学生１０名） 

 

 

 
５．長崎地区（コロナウイルス新規感染者状況悪化のため中止） 

「令和３年度 子供と親のものづくり教室～飛行機を作ってみんなで飛ばそう！」 

開催日：令和３年９月１８日（土） 

場 所：長崎大学 

参加人数（予定）：６０名（小学生３０名，保護者３０名） 

 

 

 

収支決算： 

収入：801,936 円 

機械工学振興事業資金 50,000 円 

三菱重工業(株)協賛金 500,000 円 

事業費 251,435円 

支部活性化費 593 円 

 

支出：801,936 円 
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No. 21-51 動力エネルギーシステム部門 オンライン親子イベント 
～身近な発電の科学技術を学び、将来を考えよう～ 報告 

 
部門企画委員会 村川英樹（神戸大）、門馬伸之（日本原電）、小池上一（IHI）、中里直人（東ガス） 

宮田学（デンソー）、中垣隆雄（早稲田大）、吉田匡秀（電中研） 
 

2021 年 8 月 12 日（木）に、「身近な発電の科学技術を学び、将来を考えよう」と題した親子イベント

を 2 部構成でオンライン実施し、北は青森から西は福岡まで 59 名の小中学生が参加した。 
第 1 部（10:00～11:30）では、「発電の仕組みと電気の道」という題目で関西電力送配電株式会社様に

授業を担当して頂き、各発電方法の仕組み特徴、家庭に電気が届けられるまでの道のりについて、実験

の模様を交え丁寧にご紹介頂いた。身近にありながら実はなかなか知る機会がない電柱の構造、家庭内

のメーターやブレーカの仕組みまで、子供たちによく理解していただけたのではないかと思う。さらに

は、家庭における災害時に要な対応についても学ぶことができた。参加した小中学生からはチャット機

能を利用して多数の質問が寄せられ、第 1 部終了前の質問への回答では、時間が不足するほどの関心の

高さを感じることができた。 
第 2 部（13:30～15:00）では、くらりか関西様のご協力により、工作を取り入れた理科教室「振動で発

電」を実施した。動力エネルギーシステム部門では、火力、水力、原子力などの大規模発電を取り扱う

ことが多く、これらはタービンと発電機を使用しているが、それ以外でも光や温度差、振動などを使っ

ても発電できる。それぞれの発電方法について動作原理をわかりやすく学習してもらった。また、事前

に参加者に送付した工作キットを使って、振動発電の一例として、圧電素子に衝撃を与えることで LED
を光らせる装置を、実際にその場で参加者全員に工作してもらった。オンラインでの工作指導のため、

参加者を 8 つのグループに分け、それぞれのグループに企画委員を配置し、少人数でのサポートを試み

た。最終的に参加者全員が時間内に作品を作り上げることができ、イベントは無事完了した。 
参加していただいた子供たちには、イベントを題材にした自由研究作品の応募をお願いした。優秀作

品は、日本機械学会ジュニア会ホームページ等で紹介する予定のため、是非ご覧いただきたい。 
末筆ではあるが、今回のイベント開催にあたり、第 1 部の授業をご担当頂いた関西電力送配電株式会

社の皆様、第 2 部の理科教室をご担当頂いた、くらりか関西の皆様にお礼を申し上げる。 
 

 
第 1 部 エネルギー授業 

 

 

第 2 部 理科教室 
 

参加した子供たち 
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No.21-73 手作りで音を楽しもう-環境にやさしい夏休み親子向けイベント 行事終了報告書 
 
企画責任者：江波戸 明彦（東芝），土肥 哲也（小林理化学研究所） 
開催日：2021年8月18日（水）13:00 ～ 15:30 
会場：オンライン開催 
参加者数：20組 
  
環境工学部門 第一技術委員会では、環境に関する身近なテーマである「音」に興味をもっていただくことを目

的として小学生向けのイベントを行いました。この企画は、毎年夏休みに実施しているもので、内容は音の原理

や仕組みの説明、工作、ゲームなどで身近な「音」の性質を楽しみながら知ってもらう体験型イベントです。13
年目を迎えた今年も、昨年と同様、新型コロナウイルス感染拡大防止のためオンラインで開催しました。また、

昨年度に続き、ユネスコの決議「The Importance of Sound in Today’s World」に基づいて日本音響学会が進めるイベ

ント「International Year of Sound」の一環としても開催しました。 
今年度は、8月18日の午後に開催し、小学校1年生～4年生の親子20組にご参加いただきました。1時間目の

「音の話」では、音ってなんだろう？をテーマに、色々な音を聞いてもらうことで、音の高さや大きさなどの音

の性質を体感してもらいました。今年は音当てクイズも行いました。2 時間目の「工作」は、アフリカの民族楽

器であるボンゴラピアノの工作キットを用いて楽器を作る内容で、音が出る仕組みや、音程の調整の仕方を学ぶ

ことで、自分で楽器を作る楽しさを体験してもらいました。今年は事前にキットを参加者に発送してご自宅で作

成して貰いました。工作後はネット上で曲を披露してもらいました。最後の時間は、身のまわりの音の大きさを

ビンゴの数字に置き換えた音ビンゴゲームを実施しました。今年は参加者に事前に配布した果物の名前を記した

帽子を被って頂き、いちごさん、マスカットさんなどの名前で呼びました。コロナ渦にもかかわらず、子供達の

楽しそうな顔の表情が印象的でした。 
今回のイベントもオンラインで実施したため、地方から参加されるなど、対面の時と異なる傾向がみられまし

た。緊急事態宣言下のため東芝科学館は閉館していましたが、科学館のご協力のお陰で何とかオンラインで音の

啓蒙活動を実施することができました。今後も音を身近に感じて貰い、理系に関心を持って貰うべく活動を継続

したいと考えています。 
最後に、13年間に渡りご協力頂いた東芝科学館、環境工学部門所属（東芝、千代田化工、中央大学、山梨大学、

東海大学、理科大学、日立ほか）関係者各位に感謝いたします。 
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理工系大学生・大学院生・高専生を対象としたセミナー 

『 ものづくり最前線 』開催報告 

東京大学 長藤圭介（委員長），東京都立大学 金子新（幹事） 

1. 日時：2021年 9 月 30 日（木） 13:00 ～ 17:30  

2. 会場：Teamsを用いたWeb開催方式 

3. サイト：https://www.jsme.or.jp/event/21-87/ 

4. 参加：62名 

5. 実施報告 

機械工学を学ぶ学生が将来活躍できる場として多様な「ものづくり」産業が存在します．本セ

ミナーは，その学生たちの啓蒙を目的に，その活躍の場を紹介するものです．コロナ対策のため，

昨年度に引き続き，オンラインでの実施となりましたが，2件のバーチャル見学と1件の技術講演

を行いました．『ものづくり』を支える分野は多岐にわたりますが、今回は，ヤマザキマザック

工作機械博物館と日産自動車横浜工場のリアルタイム配信，ものづくり産業を支える計測にか

かわるミツトヨの最先端技術を紹介していただきました．各見学および講演では，その実際と製

品開発の裏側，仕事に対する情熱について語って頂き，これから社会にはばたく学生に対してメ

ッセージをおくって頂きました．いずれも，基礎知識がなくても理解できるように導入から『も

のづくりの最前線』を丁寧に説明していただき，参加した学生にとっては各分野の理解が深まっ

たようです．また，実施面では，今回は、講師の方にご講演をご準備いただく際に，ご負担をお

かけすることになりましたが，コロナの影響を回避するためWeb開催による講演会としました．

以下に，各講演の概要を紹介する． 

 

【1】 ヤマザキマザック工作機械博物館 バーチャル見学と技術紹介 / 13:15 ～ 14:15 

ヤマザキマザック工作機械博物館 副館長 高田芳治 

ヤマザキマザック株式会社が創業100周年を記念して2019年11月に開業した「ヤマザキマザ

ック工作機械博物館」をバーチャル見学形式で紹介していただきました．工作機械の歴史を産

業革命の進展とともに，そしてこれからの生産システムである「マザック・アイ・スマートフ

ァクトリ」を紹介していただきました． 

  
説明をしながら手元を映す様子（氏名を特定できないようにボカシを入れています） 

 

【2】 三次元測定機用非接触レーザプローブに関する技術紹介 / 14:15 ～ 15:00 

株式会社ミツトヨ 研究開発本部 機器商品開発部  杉田 栄彦 

「測れないものは作れない」とまで言われる測定技術は，加工技術と並び，製造業において重
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要な技術で，ミツトヨは，精密測定に関する課題解決や精密測定技術の錬磨・革新を通じ，世

界の産業・技術の進展へ貢献されてきました．今回は「より複雑な形状をより高速・高精度に

測定する」という要求に応える三次元測定機用非接触レーザプローブの技術を紹介していた

だきました． 

  

オンライン講演の様子（氏名を特定できないようにボカシを入れています） 

 

【3】 日産自動車横浜工場 バーチャル見学と技術紹介 / 15:15 ～ 16:15 

日産自動車（株） 総合研究所 先端材料・プロセス研究所 主管研究員 上原義貴 

クルマの心臓部とも言えるエンジン，モータの最先端の生産工程を，「プラントアテンダ

ント」の方々を中心にバーチャル見学形式で紹介していただきました．世界初の量産化に成

功した可変圧縮比エンジン「VCターボエンジン」，日産を代表するスポーツカーであるGT-R

のエンジン，さらに今後急速な普及が来たされる電気自動車の駆動用モータに使われている

最先端のパワートレイン技術と，その生産技術も，紹介していただきました． 

  

「プラントアテンダント」の現場説明の様子 

（氏名を特定できないようにボカシを入れています） 

 

昨年度の反省から，匿名の質問サイトを設け，質問を受け付けました．各見学および講演の

質疑では，活発な質問が投稿され，講師からの誠実な回答に学生も得るものが多かったのでは

という印象を受けました．見学及び講演後は，講師の先生方を交えた今後のものづくりや学生

に期待することなどの内容のパネルディスカッション形式の議論が白熱し，見ても大変興味深

い内容であり，聴講した学生にとっても得るものが多かったのではと思います． 

 



 

Forms（左），Sli.do（右）を用いた質問箱（計35件の質問） 

 

 

パネルディスカッションの様子 

 

最後に，ご講演いただきました講師の先生方，オンライン形式のご準備にご協力いただいた

方々に深く感謝申し上げます． 

 

  



 

No.21-115  理工系大学生・大学院生・高専生を対象としたセミナー 

『 ものづくり最前線 』開催報告 

（ 生産加工・工作機械部門 企画 ） 

     東京大学 長藤圭介（委員長），東京都立大学 金子新（幹事） 

・ 日  時 ： 2021年 12月 17日（金） 13:00 ～ 17:30  

・ 会  場 ： オンライン開催（Teams） 

・ 内 容 ：バーチャル見学と技術講演 

・ 対  象 ： 機械工学に興味を持つ大学生・大学院生・高専生 

・ 参加者 ： 29名 

・ 参加費 ： 無 料 

・ 実施報告 

 『ものづくり最前線』は生産加工・工作機械部門が学生向けに毎年開催しているセミナーで，今年度はオ

ンライン形式で2回実施し，以下は2021年12月17日に開催した第2回の開催報告となります． 

 本セミナーでは，企業の研究者・技術者を講師に迎え，工作機械の製造，要素技術，そして生産技術の応

用まで，ものづくりに関する最新技術を紹介して頂きました．オンライン開催らしく，北海道から九州まで

様々な地域から39名に学生にご参加頂きました．講師の方々のわかりやすい解説とMicrosoft formsでの匿

名質問箱が好評で，有意義なセミナーが実施できました． 

 以下に，プログラムに沿ってセミナー内容，参加者からの質問や感想の一部を紹介します． 

 

(1) DMG森精機・伊賀事業所のバーチャル工場見学（講師：DMG森精機株式会社 藤嶋誠 氏） 

 同社の概要，最新設備をもつ工場のバーチャル見学，そして“あるエンジニアの1日”ビデオを紹介いた

だきました．参加者から「製造過程で課題に気づくことは？」などの質問と，「技術がとても勉強になっ

た」や「仕事の様子を知ることができて良かった」などの感想が寄せられました． 

 

(2) 工場内自動走行ロボットWH-AGVの技術紹介（講師：DMG森精機株式会社 長末秀樹 氏） 

 AGVのナビゲーション技術や工場自動化への応用について解説して頂きました．参加者から「タイヤのスリ

ップによる誤差の影響は？」などの質問と，「自立走行ロボットを実際に見てみたい」などの感想が寄せら

れました． 

 

 

図1 セミナーの様子－1 

 

(3) 工作機械向けリニアスケールに関する技術紹介（講師：株式会社マグネスケール 丸山重明 氏） 

 リニアスケールの基礎から最新のSmartSCALE技術について解説して頂きました．参加者から「なぜ磁気式



スケールは環境に強いのか？」などの質問と，「スケールの原理がとても分かりやすかった」などの感想が

寄せられました． 

 

(4) デジタルを活用した日立の加工技術紹介（講師：株式会社日立製作所 毛戸康隆 氏） 

切削加工の研究事例や日立の目指す未来のモノづくりを解説して頂きました．参加者から「摩耗試験用の標

準工具はありますか？」などの質問と，「デジタルレシピの話が興味深かった」などの感想が寄せられまし

た． 

 

図2 セミナーの様子－2 

 

(5) パネルディスカッション（全講師） 

 「技術者として心がけていることは？」などの“技術者の先輩”への質問に対して，講師の方々にご回答

いただきました．参加者から「とてもためになった」などの感想が寄せられ，講演同様に大変好評でした． 

 

 アンケートから参加者に好評であったことが伺え，有意義なセミナーを開催できたと思います．また，「オ

ンラインは資料が見やすかった」や「匿名質問箱は質問しやすかった」など，今後のセミナーに活用できる

意見も頂けました．最後になりましたが，ご協力頂きました講師の皆様に改めて感謝申し上げます． なお，

図1と2に示したセミナー中の画面は，講師の了解を得て掲載致しました． 



2021.9. 7 
〒006-8585  北海道札幌市手稲区前田 7条 15 丁目 4番 1号 

北海道科学大学工学部機械工学科  
教授 竹澤 聡 

TEL：011-688-2283、FAX：011-688-2283 
E-mail：takezawa@hus.ac.jp  

 
１．事業名称 夏休みキッズ科学技術セミナー 

２．主 催 北海道科学大学 

３．後 援 一般社団法人日本機械学会、独立行政法人日本学術振興会 

４．開催場所  北海道科学大学 F棟ロボティクス工房 

５．開催日時 令和３年 9 月 5日（日） 

６．参加者数 10 名（小学校 5、6 年生） 

７．実施概要 

夏休みキッズ科学技術セミナーは、科学技術の面白さおよび楽しさを体験してもらうこ

とを目的として、平成 19 年度から数えること 14 年目を迎えた継続的イベントである。今

年度は新型コロナ禍における 3 密回避型の遠隔授業の研究の一環として小学生高学年を対

象として３DCAD・３D プリンタ教室を実施した。8 月 27 日より緊急事態宣言発出のため新

型コロナ感染症対策として参加人数を縮小し、オンライン教室での開催を果たした。３DCAD

は Web サーバー上への接続で行うため、PCへのインストールは不要である。  

本年は、9 月 5 日（日）午前中限定でイベントを実施した。事前に受講者に対しては事前

に Web サーバーへのアクセスすることにより操作可能な AUTODESK 社 Tikercad にログイン

できるニックネームおよびURLをメールで送付した。あわせて限定公開のYouTubeLiveのURL
をメールで送付した。遠隔授業に際して受講のストレスを低減するために 2 画面方式を推奨し、

PC で Tikercad を使用、タブレットもしくはスマートフォンで YouTubeLive を視聴してもらう。

また、マウス操作の経験の有無も予め調べて入念な準備を果たした。CAD によるタワー製作お

よび紙粘土による作品製作後、できばえに対する投票に評価も実施した。（図１から図３） 
当日の欠席者はゼロ名であった。最後に、助成を頂いた一般社団法人日本機械学会なら

びに機械工学振興資金に深く感謝の意を表します。 
 

 
 
 
 
 
 図１ CAD 図と作品１    図２ CAD 図作品 2      図３ 作品の評価 
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